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⑴
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
と

　
　

内
方
線
つ
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
の

　
　
　

整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
28
年
８
月
お
よ
び
10
月
に
、

視
覚
障
害
者
が
ホ
ー
ム
か
ら
転
落
し

亡
く
な
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
た
。

　

現
在
、
１
日
の
乗
降
客
が
10
万
人

以
上
で
あ
る
２
５
１
駅
の
う
ち
、
ホ

ー
ム
ド
ア
を
設
置
し
て
い
る
の
は
77

駅
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
列
車
と
の

接
触
や
転
落
防
止
に
効
果
が
高
い
ホ

ー
ム
ド
ア
や
転
落
防
止
柵
の
設
置
は

急
務
で
あ
る
。
ま
た
、
整
備
が
な
さ

れ
る
ま
で
の
対
策
と
し
て
、
視
覚
障

害
者
が
ホ
ー
ム
の
内
側
を
判
別
で
き

る
内
方
線
つ
き
点
状
ブ
ロ
ッ
ク
の
整

備
も
重
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
転
落
の
危
険
性
が
高
い

駅
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
の
速

や
か
な
設
置
を
実
現
す
る
こ
と
な
ど

３
項
目
を
、
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑵
私
学
助
成
の
充
実
・

　
　
　
　
　

強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

私
立
学
校
は
、
社
会
の
要
請
に
応

じ
て
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
る

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育
成
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
推
進
な
ど
新
し
い
教
育
の
展

開
に
向
け
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
少
子
化
が
進
む
中
で
授
業

料
等
の
増
額
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得

な
い
学
校
も
少
な
く
な
い
が
、
保
護

者
の
経
済
状
況
も
悪
化
し
て
お
り
、

教
育
費
負
担
は
限
界
に
達
し
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
学
校
選
択
の
自
由
を
実

質
的
に
保
障
し
、
私
立
学
校
が
十
分

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

助
成
措
置
の
拡
充
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
私
立
学
校
教
育
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、
私
学
助
成
制
度
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
を
、
国
に
強

く
要
望
す
る
。

⑶
国
民
健
康
保
険
へ
の

　
　

財
政
支
援
拡
充
の
確
実
な

　
　
　
　
　

実
行
を
求
め
る
意
見
書

　

市
町
村
国
民
健
康
保
険
の
運
営
は
、

構
造
上
の
問
題
を
多
く
抱
え
て
い
る
。

　

平
成
27
年
２
月
国
と
地
方
は
そ
の

運
営
を
都
道
府
県
に
移
管
す
る
こ
と

で
、
財
政
基
盤
を
安
定
化
さ
せ
る
た

め
、
29
年
度
以
降
、
年
３
４
０
０
億

円
を
国
が
支
援
す
る
こ
と
に
合
意
し

た
。

　

さ
ら
に
、
28
年
10
月
に
行
わ
れ
た

国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い
て
、

全
国
市
議
会
議
長
会
を
含
む
地
方
六

団
体
は
、
29
年
度
予
算
編
成
等
に
お

い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
基
盤

強
化
を
約
束
ど
お
り
実
施
す
る
よ
う

要
請
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
厚
生
労
働
省
は
、
予

定
し
て
い
た
財
政
支
援
拡
充
に
つ
い

て
３
０
０
億
円
程
度
減
額
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
と

地
方
の
合
意
を
ほ
ご
に
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
改
革
の

実
施
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ

う
、
財
政
支
援
拡
充
を
確
実
に
実
行

す
る
こ
と
を
、
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑷
地
域
防
災
力
の
向
上
と

　
　

災
害
に
強
い
防
災
拠
点
の

　
　
　
　
　

整
備
を
求
め
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
、
各
地

で
想
定
を
超
え
る
大
規
模
な
自
然
災

害
が
発
生
し
て
い
る
。
平
成
28
年
も
、

４
月
の
熊
本
地
震
の
み
な
ら
ず
、
８

月
以
降
北
海
道
や
東
北
地
方
を
中
心

に
台
風
が
猛
威
を
振
る
い
、
10
月
に

は
鳥
取
で
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生

す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ

れ
た
。
迅
速
な
復
旧
、
復
興
と
と
も

に
、
安
全
、
安
心
な
国
づ
く
り
に
資

す
る
防
災
・
減
災
対
策
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
大
規
模
水
害
か
ら
住
民

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
自
治

体
の
枠
を
超
え
た
流
域
ご
と
の
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
作
成
や
避
難
行
動
に
直

結
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、

適
切
な
避
難
勧
告
・
指
示
発
令
の
た

め
の
体
制
構
築
を
図
る
こ
と
な
ど
４

項
目
を
、
政
府
に
強
く
求
め
る
。

⑸
地
方
議
会
議
員
の

　
　

厚
生
年
金
へ
の
加
入
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
の
充
実
は
、
重
要
な
政

治
課
題
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け

大
き
な
責
任
を
有
す
る
地
方
議
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
地
方
議
会
議
員
は
、
地
方

行
政
の
広
範
か
つ
専
門
的
な
諸
課
題

に
つ
い
て
、
住
民
の
意
向
を
酌
み
取

り
、
執
行
機
関
の
監
視
や
政
策
提
言

等
を
行
っ
て
お
り
中
核
市
以
上
で
は

専
業
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

一
方
で
、
地
方
議
会
議
員
の
選
挙

は
、
投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
と

と
も
に
無
投
票
当
選
者
の
割
合
が
高

く
な
る
な
ど
、
住
民
の
関
心
の
低
さ

や
地
方
議
会
議
員
の
な
り
手
不
足
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
民
の
幅
広
い
層
か
ら

の
政
治
参
加
や
地
方
議
会
に
お
け
る

人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
方
議
会

議
員
の
厚
生
年
金
加
入
の
た
め
の
法

整
備
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
を
、

国
に
強
く
要
望
す
る
。

⑹
安
心
な
社
会
保
障
と
強
い
地
域

　
　

経
済
を
構
築
す
る
た
め
の
地
方

　
　
　

財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
は
、
社
会
保
障
の
充
実
・
安

定
化
と
、
そ
の
た
め
の
安
定
財
源
の

確
保
お
よ
び
財
政
健
全
化
の
同
時
達

成
を
目
指
し
、
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、

医
療
や
介
護
を
支
え
る
消
費
税
率
10

％
へ
の
引
き
上
げ
は
、
２
０
１
９
年

10
月
ま
で
再
延
期
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

他
方
で
、
２
０
１
２
年
に
約
１
５

０
０
万
人
だ
っ
た
75
歳
以
上
の
高
齢

者
数
は
、
２
０
２
５
年
に
は
約
２
２

０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
急

激
に
進
行
す
る
高
齢
化
へ
の
対
策
は

確
実
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
地
方
に
お
け
る
社
会
保

障
の
充
実
施
策
の
実
施
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
所
要
の
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
な
ど
４
項
目
を
、
政
府
に

要
望
す
る
。

⑺
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
の

　
　

低
周
波
音
に
よ
る
健
康
被
害
の

　
　
　
　

対
策
向
上
に
係
る
意
見
書

⑻
米
政
策
改
革
に
対
す
る
稲
作
農
家

　

の
不
安
を
払
拭
し
経
営
の
安
定
と

　
　
　
　

担
い
手
経
営
の
再
生
産
の

　
　
　
　
　

確
保
を
求
め
る
意
見
書

⑼
生
活
保
護
費
の
母
子
加
算
を
廃
止

　
　

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

⑽
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
者
に

　
　

対
す
る
住
宅
支
援
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書

⑾
米
軍
機
の
相
次
ぐ
墜
落
、

　
　

重
大
事
故
発
生
に
抗
議
し
、

　
　
　

低
空
飛
行
訓
練
の
中
止
、

　
　
　
　
　

訓
練
区
域
の
撤
去
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

⑿
や
ん
ば
る
の
森
の
自
然
環
境
の

　
　
　
　

保
全
と
住
民
の
安
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

12月定例会に提出した

意見書（要旨）

⑴～⑶は全員賛成で、⑷～⑹
は賛成多数で可決し、国等関
係機関へ提出しました。
⑺～⑿は否決しました。

編

集

後

記

　

12
月
議
会
も
無
事
に
終
わ
り
ま
し

た
。
新
た
な
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
を
立
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
間
も
な
く
桜
の
季
節
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　

年
頭
の
目
標
が
桜
の
花
の
つ
ぼ
み

の
よ
う
に
膨
ら
み
、
開
花
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
）

　

地
方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
思
を
意

見
と
し
て
ま
と
め
、
国
等
へ
提
出
す

る
文
書
の
こ
と
で
す
。

？
意
見
書
と
は


